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(57)【要約】
【課題】内視鏡の起立台の周囲を確実に洗浄することが
できる内視鏡を提供する。
【解決手段】内視鏡は、先端と基端とを有する挿入部と
、挿入部の先端側に設けられる先端部本体と、を備え、
先端部本体は、観察窓と、観察窓に洗浄水を噴射するノ
ズルと、処置具導出口と、処置具導出口に配置された起
立台収容部と、起立台収容部に配置され、起立位置と倒
伏位置を回動する起立台と、観察窓を挟んでノズルと対
向する位置に配置され、洗浄水を起立台収容部に案内す
る誘導壁と、を有する。ノズルから噴射され、観察窓を
通過した洗浄水を誘導壁により起立台収容部に誘導する
。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　先端と基端とを有する挿入部と、
　前記挿入部の先端側に設けられる先端部本体と、を備え、
　前記先端部本体は、
　観察窓と、
　前記観察窓に洗浄水を噴射するノズルと、
　処置具導出口と、
　前記処置具導出口に配置された起立台収容部と、
　前記起立台収容部に配置され、起立位置と倒伏位置を回動する起立台と、
　前記観察窓を挟んで前記ノズルと対向する位置に配置され、前記ノズルから噴射される
洗浄水を前記起立台収容部に案内する誘導壁と、
　を有する内視鏡。
【請求項２】
　先端と基端とを有する挿入部と、
　前記挿入部の先端側に設けられる先端部本体と、を備え、
　前記先端部本体は、
　観察窓と、
　前記観察窓に洗浄水を噴射するノズルと、
　処置具導出口と、
　前記処置具導出口に配置された起立台収容部と、
　前記起立台収容部に配置され、起立位置と倒伏位置を回動する起立台と、
　前記観察窓と前記ノズルとの間に配置され、前記ノズルから噴射される洗浄水の一部を
前記起立台収容部に案内する誘導壁と、
　を有する内視鏡。
【請求項３】
　前記起立台収容部は、前記起立台を挟んで対向する壁面をそれぞれ有する一対の壁で構
成され、前記一対の壁の一方の壁は、前記壁面に連接する平面を有し、前記平面に前記観
察窓と前記ノズルとが配置される請求項１又は２に記載の内視鏡。
【請求項４】
　前記誘導壁が、前記平面に配置される請求項３に記載の内視鏡。
【請求項５】
　前記平面は、前記先端部本体の軸線方向に平行な平行面で構成される請求項３又は４に
記載の内視鏡。
【請求項６】
　前記平面は、前記先端部本体の軸線方向に傾斜する傾斜面で構成される請求項３又は４
に記載の内視鏡。
【請求項７】
　前記ノズルは、前記先端部本体の先端側に配置され、洗浄水を基端側に向けて噴射する
請求項３から６の何れか一項に記載の内視鏡。
【請求項８】
　前記先端部本体の先端側に超音波振動子を備える請求項３から７の何れか一項に記載の
内視鏡。
【請求項９】
　前記一方の壁の壁面に設けられ、洗浄水を噴射するポートと、前記ノズルに接続される
流体管路と前記ポートとを接続する分岐管路と、を備える請求項３から８の何れか一項に
記載の内視鏡。
【請求項１０】
　前記起立台が倒伏位置の状態において、前記ポートから噴射される洗浄水の噴射方向の
延長上に他方の壁の壁面が位置する請求項９に記載の内視鏡。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、起立台を備える内視鏡に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡では、内視鏡挿入部の先端部に観察窓が設けられる。観察窓には光学画像を得る
ための撮像ユニットを備える。撮像ユニットから出力された信号が処理され、モニタなど
を通して体腔内の画像を観察することができる。
【０００３】
　内視鏡挿入部の先端部は体腔内にされるため、内視鏡の使用中に、観察窓に体液、及び
血液が付着することがある。観察窓を洗浄するため、種々の構造が提案されている。
【０００４】
　特許文献１には、ノズルから噴射される流体を対物レンズに向けて流れ方向を変換する
流体案内壁を備える内視鏡が開示されている。
【０００５】
　特許文献２には、起立台を設けた鉗子出口と観察窓と横並びに配置した内視鏡において
、観察窓を洗浄するノズルを鉗子出口に向くよう傾け、観察窓の周囲を鉗子出口側に傾斜
させた傾斜面とすることが開示されている。
【０００６】
　特許文献３には、照明レンズと対物レンズとの境界部に凸部を設けた内視鏡が開示され
ている。ノズルの送気により吹き飛ばされた水を凸部により両側に流すことにより、対物
レンズに水が戻ってくることを防止する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開昭５５－００２４０８号公報
【特許文献２】特開平８－１７３３７６号公報
【特許文献３】国際公開第２０１３／１３２６８４号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　処置具の突出角度を調整する起立台を備える内視鏡として、例えば、十二指腸鏡、超音
波内視鏡等が知られている。十二指腸鏡では、ガイドワイヤ、造影チューブ等を挿入し、
内視鏡的逆行性胆管膵管造影（ＥＲＣＰ：endoscopic retrograde cholangiopancreatogr
aphy）の手技が実施される。また、超音波内視鏡では、超音波用穿刺針を挿入し、超音波
内視鏡ガイド下穿刺術（ＦＮＡ：Fine Needle Aspiration cytology）等の手技が実施さ
れる。
【０００９】
　ところで、十二指腸鏡及び超音波内視鏡を用いた手技を実施する過程で粘液や血液、造
影剤等が起立台の周囲に付着することがある。手技時間が長い場合、起立台の周囲に付着
した粘液、血液、造影剤等が固着し、起立台の操作抵抗が初期状態より大きくなり、また
、処置具導出口、及び処置具チャンネル内で造影剤が固化した場合、処置具の挿通抵抗が
初期状態より大きくなるという問題がある。
【００１０】
　特許文献１から３の内視鏡では、ノズルから洗浄水を観察窓に向けて噴射するため、起
立台の周囲を確実に洗浄することは困難である。
【００１１】
　本発明は、このような事情に鑑みてなされたもので、起立台を確実に洗浄することがで
きる内視鏡を提供することを目的とする。
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【課題を解決するための手段】
【００１２】
　第１の態様に係る内視鏡は、先端と基端とを有する挿入部と、挿入部の先端側に設けら
れる先端部本体と、を備え、先端部本体は、観察窓と、観察窓に洗浄水を噴射するノズル
と、処置具導出口と、処置具導出口に配置された起立台収容部と、起立台収容部に配置さ
れ、起立位置と倒伏位置を回動する起立台と、観察窓を挟んでノズルと対向する位置に配
置され、ノズルから噴射される洗浄水を起立台収容部に案内する誘導壁と、を有する。
【００１３】
　第２の態様に係る内視鏡は、先端と基端とを有する挿入部と、挿入部の先端側に設けら
れる先端部本体と、を備え、先端部本体は、観察窓と、観察窓に洗浄水を噴射するノズル
と、処置具導出口と、処置具導出口に配置された起立台収容部と、起立台収容部に配置さ
れ、起立位置と倒伏位置を回動する起立台と、観察窓とノズルとの間に配置され、ノズル
から噴射される洗浄水の一部を起立台収容部に案内する誘導壁と、を有する。
【００１４】
　第３の態様に係る内視鏡において、起立台収容部は、起立台を挟んで対向する壁面をそ
れぞれ有する一対の壁で構成され、一対の壁の一方の壁は、壁面に連接する平面を有し、
平面に観察窓とノズルとが配置される。
【００１５】
　第４の態様に係る内視鏡において、誘導壁が、平面に配置される。
【００１６】
　第５の態様に係る内視鏡において、平面は、先端部本体の軸線方向に平行な平行面で構
成される。
【００１７】
　第６の態様に係る内視鏡において、平面は、先端部本体の軸線方向に傾斜する傾斜面で
構成される。
【００１８】
　第７の態様に係る内視鏡において、ノズルは、先端部本体の先端側に配置され、洗浄水
を基端側に向けて噴射する。
【００１９】
　第８の態様に係る内視鏡において、先端部本体の先端側に超音波振動子を備える。
【００２０】
　第９の態様に係る内視鏡において、一方の壁の壁面に設けられ、洗浄水を噴射するポー
トと、ノズルに接続される流体管路とポートとを接続する分岐管路と、を備える。
【００２１】
　第１０の態様に係る内視鏡において、起立台が倒伏位置の状態において、ポートから噴
射される洗浄水の噴射方向の延長上に他方の壁の壁面が位置する。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明によれば、内視鏡の起立台の周囲を確実に洗浄することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】図１は内視鏡の全体を示す構成図である。
【図２】図２は第１実施形態の内視鏡の先端部本体の拡大斜視図である。
【図３】図３は第２実施形態の内視鏡の先端部本体の拡大斜視図である。
【図４】図４は第３実施形態の内視鏡の先端部本体の拡大斜視図である。
【図５】図５は第４実施形態の内視鏡の先端部本体の拡大斜視図である。
【図６】図６は第４実施形態の第１変形例の内視鏡の先端部本体の拡大斜視図である。
【図７】図７は第４実施形態の第２変形例の内視鏡の先端部本体の拡大斜視図である。
【図８】図８は第４実施形態の第３変形例の内視鏡の先端部本体の拡大斜視図である。
【図９】図９は第５実施形態の内視鏡の先端部本体の拡大斜視図である。
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【発明を実施するための形態】
【００２４】
　以下、添付図面にしたがって本発明の好ましい実施形態について説明する。本発明は以
下の好ましい実施形態により説明される。本発明の範囲を逸脱すること無く、多くの手法
により変更を行うことができ、本実施形態以外の他の実施形態を利用することができる。
したがって、本発明の範囲内における全ての変更が特許請求の範囲に含まれる。
【００２５】
　〔第１実施形態〕
　以下添付図面を参照しつつ、実施形態に係る内視鏡について説明する。図１は、内視鏡
１０の全体構成を示す構成図である。図２は、第１実施形態の内視鏡の先端部本体の拡大
斜視図である。
【００２６】
　内視鏡１０は、被検者の体内に挿入され、先端と基端とを有する挿入部１２と、挿入部
１２の基端側に連結される操作部１４と、操作部１４に接続されるユニバーサルコード１
６と、を備える。内視鏡１０はユニバーサルコード１６を介して不図示の光源装置、画像
処理装置及び送気送水装置に接続される。
【００２７】
　図１に示されるように、挿入部１２は、先端側から順に、硬質部材で略円筒状に構成さ
れた先端部本体１８と、先端部本体１８の基端側に連設された湾曲部２０と、湾曲部２０
の基端側と操作部１４の先端側との間を連結する軟性部２２と、を備えている。軟性部２
２は、細径かつ長尺の可撓性を有する。操作部１４は、挿入部１２の湾曲部２０を上下左
右に湾曲操作するアングルノブ２８と、起立台４８（図２参照）を回動操作する起立操作
レバー３０と、送気送水操作を行う送気送水ボタン３２と、吸引操作を行う吸引ボタン３
４と、を備えている。また、処置具チャンネル（不図示）に各種処置具を挿入するため、
操作部１４の先端側に処置具挿入口３６が突設されている。
【００２８】
　図２に示される内視鏡は、例えば十二指腸鏡として用いられる側視内視鏡であり、同図
の先端部本体１８は側視内視鏡における構成を示す。
【００２９】
　図２に示されるように、先端部本体１８は、基端側に処置具導出口５２を備えている。
処置具導出口５２には、起立台収容部を構成する空間Ｓが形成される。空間Ｓは、対向す
る壁面５４Ａ、及び５６Ａをそれぞれ有し、離間して配置される一対の壁５４、及び５６
により形成される。起立台４８が、処置具導出口５２の前方に離間して配置され、空間Ｓ
に収容される。空間Ｓには開口５８が形成され、開口５８により空間Ｓは起立台４８の起
立位置の側に向けて開放される。なお、図２に示される第１実施形態において、起立台４
８は、倒伏位置の状態にある。一対の壁５４及び壁５６は、起立台４８を収容できる空間
Ｓを形成することができれば、先端部本体１８の基端側において連結されていてもよい。
【００３０】
　実施形態では、先端部本体１８がキャップ５０により覆われている。キャップ５０は、
弾性力のある材質、例えばフッ素ゴムからなる。内視鏡１０では、キャップ５０は先端部
本体１８に着脱自在に装着されている。なお、キャップ５０をポリスルホン樹脂で形成し
て先端部本体１８に接着等により固定してもよい。
【００３１】
　起立台４８は、起立操作レバー３０の操作により、起立位置と倒伏位置との間を回動す
る。起立台４８は、他方の壁５６を隔てて、不図示の回転軸を介して起立レバーと連結さ
れる。起立レバーの先端には、操作ワイヤの先端部が連結される。操作ワイヤは、挿入部
１２内を挿通して操作部１４の起立操作レバー３０に連結される。起立操作レバー３０の
操作により操作ワイヤが押し引きされて起立レバーを介して回転軸が回転する。回転軸の
回転によって起立台４８が回転し、起立台４８が起伏動作する。なお、回転軸を回転させ
る起立台起立機構は起立レバーを操作ワイヤにより押し引きするものに限らない。
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【００３２】
　操作部１４の処置具挿入口３６から挿入される処置具（不図示）は、処置具導出口５２
から導出される。処置具は、空間Ｓを通過し、開口５８から導出され、被検者の体内に挿
入される。起立台４８により、処置具の導出方向が変更される。
【００３３】
　実施形態においては、一対の壁５４及び壁５６の一方の壁５４には、壁面５４Ａと連接
する平面５４Ｂが設けられる。
【００３４】
　壁５４の平面５４Ｂは、先端部本体１８の軸線方向Ａに略平行である平行面で構成され
る。略平行は平行を含む。平面５４Ｂの法線方向は軸線方向Ａに略直交する。先端部本体
１８の平面５４Ｂに、先端側から基端側に、照明窓６２、観察窓６０及びノズル６６が、
軸線方向Ａと略平行に並んで配置される。
【００３５】
　ノズル６６には、流体管路である送気送水管路８０が接続される。ノズル６６から噴射
される洗浄水、及び気体の噴射方向が観察窓６０及び照明窓６２を向くように、ノズル６
６は平面５４Ｂに配置される。操作部１４の送気送水ボタン３２を操作することにより、
ノズル６６から観察窓６０に向けて洗浄水及び気体の何れかが噴射される。
【００３６】
　実施形態では、ノズル６６が配置される平面５４Ｂに、平面５４Ｂから突出する誘導壁
６８が配置される。誘導壁６８の高さは、観察窓６０及び照明窓６２の高さより高いこと
が好ましい。誘導壁６８は、観察窓６０及び照明窓６２を挟んで、ノズル６６と対向する
位置に配置される。図２に示されるように実施形態では、ノズル６６と誘導壁６８との間
に、観察窓６０と照明窓６２とが配置される。なお、誘導壁６８は、少なくとも観察窓６
０を挟んで、ノズル６６と対向する位置に配置されていればよい。したがって、観察窓６
０と照明窓６２との間に、誘導壁６８を配置してもよい。誘導壁６８は、壁５４の平面５
４Ｂに一体的に形成してもよいし、壁５４と別体で平面５４Ｂに接着剤等で固定してもよ
い。
【００３７】
　次に、上記構成の作用について説明する。操作部１４の送気送水ボタン３２の操作によ
り、図２に示されるように、平面５４Ｂに設けられたノズル６６から矢印に示すように洗
浄水が、観察窓６０及び照明窓６２に向けて噴射される。洗浄水は、観察窓６０及び照明
窓６２の表面を通過し、観察窓６０及び照明窓６２の表面を洗浄する。
【００３８】
　誘導壁６８が、観察窓６０及び照明窓６２を挟んでノズル６６と対向する位置に配置さ
れているので、観察窓６０及び照明窓６２の表面を通過した洗浄水は誘導壁６８に衝突す
る。誘導壁６８に衝突した洗浄水は、誘導壁６８により起立台収容部である空間Ｓに誘導
され、起立台４８に向けて案内される。洗浄水により起立台４８が洗浄される。
【００３９】
　実施形態では、上面視において、誘導壁６８は屈曲形状である。その結果、誘導壁６８
は屈曲位置において２つの角度を持つ。誘導壁６８は、角度の小さい側をノズル６６に向
けて配置される。この構成とすることにより、観察窓６０を通過した洗浄水が、空間Ｓと
反対側に誘導されることを抑制できる。
【００４０】
　誘導壁６８は、観察窓６０を通過した洗浄水を空間Ｓに誘導することができれば、その
形状は、特に限定されない。誘導壁６８は、上面視で直線形状であっても、円弧状、楕円
弧状、放物線状等の曲線形状であってもよい。誘導壁６８が曲線形状の場合、ノズル６６
が曲線の誘導壁６８の内側に位置するよう誘導壁６８を配置することが好ましい。観察窓
６０を通過した洗浄水が、空間Ｓと反対側に誘導されることを抑制できる。
【００４１】
　空間Ｓ内に流れ込んだ洗浄水は、操作部１４の吸引ボタン３４を操作することにより、
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処置具導出口５２から吸引され、空間Ｓから取り除かれる。処置具導出口５２から吸引さ
れる洗浄水により、処置具チャンネル内を洗浄することができる。
【００４２】
　観察窓６０に付着した洗浄水は、ノズル６６から噴射される気体により吹き飛ばすこと
ができる。
【００４３】
　〔第２実施形態〕
　第２実施形態に係る内視鏡について、図３を参照しつつ、説明する。なお、第１実施形
態に係る内視鏡と同様の構成には、同様の符号を付して、説明を省略する場合がある。
【００４４】
　図３に示される内視鏡は、例えば十二指腸鏡として用いられる側視内視鏡であり、同図
の先端部本体１８は側視内視鏡における構成を示す。
【００４５】
　図３に示されるように、先端部本体１８は、基端側に処置具導出口５２を備えている。
処置具導出口５２には、起立台収容部を構成する空間Ｓが形成される。空間Ｓは対向する
壁面５４Ａ、及び壁面５６Ａをそれぞれ有し、離間して配置される一対の壁５４、及び壁
５６により形成される。起立台４８が、処置具導出口５２の前方に離間して配置され、空
間Ｓに収容される。空間Ｓには開口５８が形成され、開口５８により空間Ｓは起立台４８
の起立位置の側に向けて開放される。なお、図３に示される第２実施形態において、起立
台４８は、倒伏位置の状態にある。また、先端部本体１８がキャップ５０により覆われて
いる。
【００４６】
　第２実施形態においても、一対の壁５４及び壁５６の一方の壁５４には、壁面５４Ａと
連接する平面５４Ｂが設けられる。
【００４７】
　図３に示される第２実施形態の内視鏡は、観察窓６０、照明窓６２、ノズル６６及び誘
導壁６８の配置が、第１実施形態の内視鏡とは異なる。図３に示されるように、先端部本
体１８の平行面である平面５４Ｂに、先端側から基端側に、ノズル６６、観察窓６０、照
明窓６２及び誘導壁６８が、軸線方向Ａと略平行に並んで配置される。誘導壁６８が、観
察窓６０及び照明窓６２を挟んで、ノズル６６と対向する位置に配置される。したがって
、第２実施形態では、ノズル６６は、先端部本体１８の先端側に配置され、洗浄水を基端
側に向けて噴射する。
【００４８】
　ノズル６６は送気送水管路８０と接続される。実施形態では、誘導壁６８は、キャップ
５０の一部により構成される。誘導壁６８は、図３に示される形状に限定されない。
【００４９】
　第２実施形態では、誘導壁６８は直線形状であるが、これに限定されず屈曲形状、又は
曲線形状であっても良い。誘導壁６８の形状は、観察窓６０を通過した洗浄水が空間Ｓと
反対側に誘導されない形状であることが好ましい。
【００５０】
　次に、上記構成の作用について説明する。操作部１４の送気送水ボタン３２の操作によ
り、図３に示されるように、平面５４Ｂに設けられたノズル６６から矢印に示すように洗
浄水が、観察窓６０及び照明窓６２に向けて噴射される。観察窓６０及び照明窓６２の表
面を通過した洗浄水は誘導壁６８に衝突する。誘導壁６８に衝突した洗浄水は、誘導壁６
８により、起立台収容部である空間Ｓに誘導され、洗浄水は起立台４８に向けて案内され
る。洗浄水により起立台４８が洗浄される。第２実施形態では、洗浄水を基端側に向けて
ノズル６６から噴射し、誘導壁６８により空間Ｓに洗浄水を誘導する。したがって、洗浄
水を起立台４８の回転軸及び処置具導出口５２に効率的に供給できる。洗浄水を、洗浄が
必要な部分に多く供給することが好ましい。
【００５１】
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　空間Ｓ内に流れ込んだ洗浄水は、操作部１４の吸引ボタン３４を操作することにより、
処置具導出口５２から吸引され、空間Ｓから取り除かれる。処置具導出口５２から吸引さ
れる洗浄水により、処置具チャンネル内を洗浄することができる。
【００５２】
　観察窓６０に付着した洗浄水は、ノズル６６から噴射される気体により吹き飛ばすこと
ができる。
【００５３】
　〔第３実施形態〕
　第３実施形態に係る内視鏡について、図４を参照しつつ、説明する。なお、第１実施形
態乃至第２実施形態に係る内視鏡と同様の構成には、同様に符号を付して、説明を省略す
る場合がある。
【００５４】
　図４に示される第３実施形態の内視鏡は、例えば十二指腸鏡として用いられる側視内視
鏡であり、同図の先端部本体１８は側視内視鏡における構成を示す。
【００５５】
　図４に示されるように、先端部本体１８は、基端側に処置具導出口５２を備えている。
処置具導出口５２には、起立台収容部を構成する空間Ｓが形成される。空間Ｓは対向する
壁面５４Ａ、及び壁面５６Ａをそれぞれ有し、離間して配置される一対の壁５４、及び５
６により形成される。起立台４８が、処置具導出口５２の前方に離間して配置され、空間
Ｓに収容される。空間Ｓには開口５８が形成され、開口５８により空間Ｓは起立台４８の
起立位置の側に向けて開放される。なお、図４の第３実施形態において、起立台４８は、
倒伏位置の状態にある。また、先端部本体１８がキャップ５０により覆われている。
【００５６】
　図４に示される第３実施形態の内視鏡は、第１実施形態の内視鏡と同様に、先端部本体
１８の平面５４Ｂに、先端側から基端側に、照明窓６２、観察窓６０及びノズル６６が、
軸線方向Ａと略平行に並んで配置される。誘導壁６８が、ノズル６６の配置される平面５
４Ｂに、かつ観察窓６０及び照明窓６２を挟んで、ノズル６６と対向する位置に配置され
る。ノズル６６は、送気送水管路８０に接続される。
【００５７】
　一方、図４に示される第３実施形態では、一方の壁５４の壁面５４Ａに、洗浄水を噴射
するポート８２が設けられる。送気送水管路８０とポート８２とを接続する分岐管路８４
が設けられる。ポート８２は壁面５４Ａに設けられた開口である。
【００５８】
　次に、上記構成の作用について説明する。操作部１４の送気送水ボタン３２の操作によ
り、図４に示されるように、送気送水管路８０に洗浄水が供給される。送気送水管路８０
に供給された洗浄水の一部が、分岐管路８４を介してポート８２から空間Ｓに向けて噴射
される。
【００５９】
　残りの洗浄水が、平面５４Ｂに設けられたノズル６６から矢印に示すように観察窓６０
及び照明窓６２に向けて噴射される。観察窓６０及び照明窓６２の表面を通過した洗浄水
は誘導壁６８に衝突する。誘導壁６８に衝突した洗浄水は、誘導壁６８により、起立台収
容部である空間Ｓに誘導され、洗浄水は起立台４８に向けて案内される。誘導壁６８によ
り案内された洗浄水、及びポート８２から噴射された洗浄水により起立台４８が洗浄され
る。
【００６０】
　起立台４８が倒伏位置の状態において、ポート８２から噴射される洗浄水の噴射方向の
延長上に他方の壁５６の壁面５６Ａが位置するよう、ポート８２が壁面５４Ａに設けられ
ることが好ましい。起立台４８が起立位置の状態において、ポート８２から噴射される洗
浄水の噴射方向の延長上に、起立台４８の側面を位置させることが好ましい。
【００６１】
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　空間Ｓ内に流れ込んだ洗浄水は、操作部１４の吸引ボタン３４を操作することにより、
処置具導出口５２から吸引され、空間Ｓから取り除かれる。処置具導出口５２から吸引さ
れる洗浄水により、処置具チャンネル内を洗浄することができる。観察窓６０に付着した
洗浄水は、ノズル６６から噴射される気体により吹き飛ばすことができる。
【００６２】
　第１実施形態乃至第３実施形態では、観察窓６０及びノズル６６を配置する平面５４Ｂ
が軸線方向Ａに平行面である側視鏡について説明した。しかしながら、内視鏡の構成は、
側視鏡に限定されない。例えば、観察窓６０及びノズル６６を配置する平面５４Ｂが、先
端部本体１８の軸線方向Ａに傾斜する傾斜面で構成される斜視鏡においても、誘導壁６８
を配置することができる。斜視鏡において、誘導壁６８を配置することによりノズル６６
から噴射される洗浄水を、起立台４８を収容する空間Ｓに誘導できる。起立台４８の周囲
、処置具チャンネルを洗浄することができる。
【００６３】
　〔第４実施形態〕
　第４実施形態に係る内視鏡について、図５から図８を参照しつつ、説明する。なお、第
１実施形態乃至第３実施形態に係る内視鏡と同様の構成には、同様に符号を付して、説明
を省略する場合がある。第４実施形態の内視鏡は、先端部本体の先端側に超音波探触子を
備える超音波内視鏡であり、側視鏡、及び斜視鏡を含む。先端部本体の超音波探触子は、
複数の超音波振動子を備える。
【００６４】
　図５に示されるように、内視鏡の先端部本体１８の先端側に、超音波探触子７２が配置
される。超音波探触子７２は、基端側から先端側に向けて外側に凸状に湾曲する湾曲面を
有している。湾曲面は音響レンズの外表面を構成する。超音波探触子７２は、超音波を送
受する複数の超音波振動子（不図示）を備える。複数の超音波振動子は、音響レンズの内
側であって、外表面に沿うよう円弧状に配列される。また、超音波探触子７２により、超
音波画像（断層画像）を取得できる。
【００６５】
　図５に示される第４実施形態の内視鏡は、超音波探触子７２を除き、第１実施形態の内
視鏡と同様、処置具導出口５２と、起立台収容部を構成する空間Ｓと、空間Ｓに収容され
る起立台４８と、空間Ｓを形成するための壁面５４Ａ及び壁面５６Ａをそれぞれ有する一
対の壁５４及び壁５６と、を備える。空間Ｓは開口５８を有し、空間Ｓは先端部本体１８
を先端側から見て、開口５８により超音波探触子７２の側に向けて開放される。壁面５４
Ａに連接する平面５４Ｂには、先端側から基端側に、誘導壁６８、照明窓６２、観察窓６
０及びノズル６６が、軸線方向Ａに沿って並んで配置される。図５に示される平面５４Ｂ
は、軸線方向Ａに略平行な平行面で構成される。
【００６６】
　図６は、第４実施形態の第１変形例の内視鏡の先端部本体の拡大斜視図である。図６に
示されるように、先端部本体１８の先端側に超音波探触子７２が配置される。第１変形例
の先端部本体１８は、処置具導出口５２と、起立台収容部を構成する空間Ｓと、空間Ｓに
収容される起立台４８と、空間Ｓを形成するための壁面５４Ａ及び壁面５６Ａをそれぞれ
有する一対の壁５４及び壁５６と、を備える。空間Ｓは開口５８を有し、開口５８により
空間Ｓは先端部本体１８を先端側から見て、超音波探触子７２の側に向けて開放される。
【００６７】
　壁５４は、壁面５４Ａに連接する平面５４Ｂと、平面５４Ｂに連接し先端側に延びる平
面５４Ｃと、を備える。また、壁５６は、壁面５６Ａに連接する平面５６Ｂを備える。第
１変形例では、平面５４Ｂと平面５６Ｂとは、軸線方向Ａに傾斜する傾斜面で構成される
。平面５４Ｃは、軸線方向Ａに平行な平行面で構成される。第４実施形態の第１変形例は
斜視鏡を構成する。
【００６８】
　平面５４Ｂと平面５６Ｂとは、平面５４Ｃから離れるにしたがい基端側に近づくよう傾
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斜する。平面５４Ｂには、先端側から基端側に、ノズル６６、観察窓６０及び誘導壁６８
が、洗浄水の噴射方向に沿って並んで配置される。誘導壁６８は、観察窓６０を挟んでノ
ズル６６と対向する位置に配置される。ノズル６６は、先端部本体１８の先端側に配置さ
れ、洗浄水を基端側に向けて噴射する構成となる。
【００６９】
　平面５４Ｂには、平面５４Ｃを基準として、ノズル６６と略同じ高さの位置に照明窓６
２が配置される。また、平面５４Ｃを基準として、平面５４Ｂに配置された照明窓６２よ
り高い位置に、照明窓６４が平面５６Ｂに配置される。
【００７０】
　図７は、第４実施形態の第２変形例の内視鏡の先端部本体の拡大斜視図である。第２変
形例の内視鏡は、観察窓６０、ノズル６６及び誘導壁６８の配置を除き、第１変形例と同
様の構成である。
【００７１】
　第２変形例では、先端側から基端側に、誘導壁６８、観察窓６０、ノズル６６及び照明
窓６２の順で配置される。誘導壁６８、観察窓６０及びノズル６６は洗浄水の噴射方向に
沿って並んで配置される。また、誘導壁６８は平面５４Ｃに配置され、観察窓６０及びノ
ズル６６は傾斜面である平面５４Ｂに配置される。第４実施形態の第２変形例は斜視鏡を
構成する。
【００７２】
　図８は、第４実施形態の第３変形例の内視鏡の先端部本体の拡大斜視図である。第３変
形例の内視鏡は、誘導壁６８の配置を除き、第２変形例と同様の構成である。
【００７３】
　第３変形例の内視鏡では、平面５４Ｂの先端側から基端側に、観察窓６０、ノズル６６
及び照明窓６２の順で配置される。第３変形例では、超音波探触子７２の基端側が、誘導
壁６８の機能を兼用する。超音波探触子７２の基端側、観察窓６０及びノズル６６が洗浄
水の噴射方向に沿って並んで配置される。観察窓６０を挟んでノズル６６と対向する位置
に誘導壁６８である超音波探触子７２の基端側が配置される。超音波探触子７２の基端側
の誘導壁６８が洗浄水を空間Ｓに誘導する。
【００７４】
　次に、上記構成の作用について説明する。操作部１４の送気送水ボタン３２の操作によ
り、図５から図８に示されるように、超音波振動子を有する内視鏡においても、平面５４
Ｂに設けられたノズル６６から矢印に示すように洗浄水が、観察窓６０及び照明窓６２に
向けて噴射される。観察窓６０及び照明窓６２の表面を通過した洗浄水は誘導壁６８に衝
突する。誘導壁６８に衝突した洗浄水は、誘導壁６８により、起立台収容部である空間Ｓ
に誘導され、洗浄水は起立台４８に向けて案内される。洗浄水により起立台４８が洗浄さ
れる。
【００７５】
　空間Ｓ内に流れ込んだ洗浄水は、操作部１４の吸引ボタン３４を操作することにより、
処置具導出口５２から吸引され、空間Ｓから取り除かれる。処置具導出口５２から吸引さ
れる洗浄水により、処置具チャンネル内を洗浄することができる。
【００７６】
　観察窓６０に付着した洗浄水は、ノズル６６から噴射される気体により吹き飛ばすこと
ができる。
【００７７】
　〔第５実施形態〕
　第５実施形態に係る内視鏡について、図９を参照しつつ、説明する。なお、第１実施形
態乃至第４実施形態に係る内視鏡と同様の構成には、同様に符号を付して、説明を省略す
る場合がある。第５実施形態の内視鏡は、図９に示される内視鏡１０は、例えば十二指腸
鏡として用いられる側視内視鏡であり、同図の先端部本体１８は側視内視鏡における構成
を示す。
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【００７８】
　図９に示されるように、先端部本体１８は、基端側に処置具導出口５２を備えている。
処置具導出口５２には、起立台収容部を構成する空間Ｓが形成される。空間Ｓは対向する
壁面５４Ａ、及び壁面５６Ａをそれぞれ有し、離間して配置される一対の壁５４、及び壁
５６により形成される。起立台４８が、処置具導出口５２の前方に離間して配置され、空
間Ｓに収容される。空間Ｓには開口５８が形成され、開口５８により空間Ｓは起立台４８
の起立位置の側に向けて開放される。なお、図９に示される第５実施形態において、起立
台４８は、倒伏位置の状態にある。また、先端部本体１８がキャップ５０により覆われて
いる。
【００７９】
　図９に示される第５実施形態の内視鏡は、第１実施形態の内視鏡と同様に、先端部本体
１８の平行面である平面５４Ｂに、先端側から基端側に、照明窓６２、観察窓６０及びノ
ズル６６が、軸線方向Ａと略平行に並んで配置される。
【００８０】
　一方、第５実施形態の内視鏡では、誘導壁６８を配置する位置が第１実施形態の内視鏡
とは異なる。第５実施形態の内視鏡では、誘導壁６８は、観察窓６０とノズル６６との間
に配置される。ノズル６６から噴射さる洗浄水の一部と衝突し、かつ洗浄水の残りを通過
させる位置に、誘導壁６８は配置される。
【００８１】
　次に、上記構成の作用について説明する。操作部１４の送気送水ボタン３２の操作によ
り、図９に示されるように、平面５４Ｂに設けられたノズル６６から矢印に示すように洗
浄水が、観察窓６０及び照明窓６２に向けて噴射される。誘導壁６８は観察窓６０とノズ
ル６６との間に配置される。洗浄水の一部が、観察窓６０に達する前に誘導壁６８に衝突
する。誘導壁６８に衝突した洗浄水は、誘導壁６８により、空間Ｓに誘導され、洗浄水は
起立台４８に向けて案内される。洗浄水により起立台４８が洗浄される。観察窓６０に達
する前に、どの程度の洗浄水を空間Ｓに誘導するか、誘導壁６８を配置する位置により、
適宜決定することができる。
【００８２】
　誘導壁６８は、観察窓６０を通過する前に洗浄水の一部を空間Ｓに誘導することができ
れば、その形状は、特に限定されない。誘導壁６８は、上面視で直線形状であっても、円
弧状、楕円弧状、放物線状等の曲線形状であってもよい。誘導壁６８が曲線形状の場合、
ノズル６６が曲線の誘導壁６８の内側に位置するよう誘導壁６８を配置することが好まし
い。観察窓６０を通過した洗浄水が、空間Ｓと反対側に誘導されることを抑制できる。
【００８３】
　空間Ｓ内に流れ込んだ洗浄水は、操作部１４の吸引ボタン３４を操作することにより、
処置具導出口５２から吸引され、空間Ｓから取り除かれる。処置具導出口５２から吸引さ
れる洗浄水により、処置具チャンネル内を洗浄することができる。
【００８４】
　誘導壁６８に衝突しない洗浄水の残りは、観察窓６０及び照明窓６２の表面を通過し、
観察窓６０及び照明窓６２の表面を洗浄する。洗浄水は平面５４Ｂに沿って先端部本体１
８から流れ出る。
【００８５】
　観察窓６０に付着した洗浄水は、ノズル６６から噴射される気体により吹き飛ばすこと
ができる。
【００８６】
　第５実施形態の内視鏡では、誘導壁６８が観察窓６０とノズル６６との間に配置される
。さらに、追加の誘導壁を、平面５４Ｂに設けることができる。例えば、追加の誘導壁を
、照明窓６２より先端側に設けることにより、先端部本体１８から流れ出る洗浄水を空間
Ｓに効率的に誘導することができる。
【００８７】
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　本発明の実施形態について、第１実施形態乃至第５実施形態に基づいて説明した。しか
しながら、これらの実施形態に限定されない。例えば、第５実施形態の誘導壁を、超音波
内視鏡にも適用できる。したがって、本発明を逸脱しない限りにおいて、他の組み合わせ
が許容される。
【符号の説明】
【００８８】
１０　内視鏡
１２　挿入部
１４　操作部
１６　ユニバーサルコード
１８　先端部本体
２０　湾曲部
２２　軟性部
２８　アングルノブ
３０　起立操作レバー
３２　送気送水ボタン
３４　吸引ボタン
３６　処置具挿入口
４８　起立台
５０　キャップ
５２　処置具導出口
５４　壁
５４Ａ　壁面
５４Ｂ　平面
５４Ｃ　平面
５６　壁
５６Ａ　壁面
５６Ｂ　平面
５８　開口
６０　観察窓
６２　照明窓
６４　照明窓
６６　ノズル
６８　誘導壁
７２　超音波探触子
８０　送気送水管路
８２　ポート
８４　分岐管路
Ａ　軸線方向
Ｓ　空間
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